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■  技術概要

：歯の接触によって誘発された脳波を利用した機器制御方法及び
　機器制御装置

ブレーンマシーンインターフェース

ロボット制御、電動車椅子制御、ゲームコントローラ、
手足が使えない状態での各種の機器制御

非侵襲でユーザに特別なトレーニングをさせることなくユーザの頭部の電気的変動
から得られた信号に基づいて高い精度でロボットなどの制御対象物を制御する。

本発明によれば、歯の接触状態に応じて得られる脳波信号に基づいてロボットなど
の被制御対象物を制御しているので、ユーザに身体的な負担を強いることなく、ま
た特別な事前トレーニングを要することなく、被制御対象を高い精度で制御すること
ができる。

ユーザ２０の頭部に装着される頭部電極カバー２２に設けられた複数の電極からの
電気信号に基づいてユーザの歯の接触状態を推定し、その推定された歯の接触状
態に応じてロボット２６を制御するコマンドを生成するコントローラ２４を備え、コント
ローラ２４は、複数の電極から得られる電気信号から周波数帯域の成分を抽出し、
その抽出された周波数帯域の成分から予め定める特徴量のパターンを算出し、そ
の特徴量パターンを予め学習済みのパターンに分類してロボットを制御するコマンド
を生成する。


